
 １６ 
 

■ 移動経路の候補路線を「特定経路※」と「特定経路以外の主要な
経路」の２つに区分しました。 

（５）「特定経路」と「特定経路以外の主要な経路」の区分 
 

 

 

 

・ 移動経路の候補路線は、駅や大通りのバス停から高齢者や障害者などが日常的に利用する主要な

公共・公益施設を結ぶ経路で、バリアフリー化を推進すべき経路です。 

・ 交通バリアフリー法では、「高齢者や身体障害者などの移動円滑化のための必要な道路には、歩

道（自転車歩行者道を含む）を設置し、自動車と分離した通行空間を確保する」ものとし、車い

す使用者がすれ違えるように歩道の有効幅員を２ｍ以上、縦断勾配※は 5％以下など、道路に係

わる構造基準※を定めています。 

・ この構造基準を踏まえて、移動経路の候補路線のうち、上記の道路構造基準などを満たすべき経

路（満たし得る経路）を「特定経路」とし、それ以外の経路を「特定経路以外の主要な経路」と

して２つに区分しました。 

特定経路と特定経路以外の主要な経路の区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※）「特定経路」、「縦断勾配」、「道路構造基準」は、用語の説明（P49～P51）を参照。 

《移動経路の候補路線》 
駅や大通りのバス停から高齢者や障害者などが日常的に利用する主要な

公共・公益施設を結ぶ経路で、バリアフリー化を推進すべき経路 

【特定経路】 

交通バリアフリー法の道路構造基準などを満たすべき経路 

【特定経路以外の主要な経路】 
特定経路以外で、バリアフリー化を推進する経路 

【道 路】 
■ 歩車区分された道路 

■ 歩道の有効幅員2ｍ以上（車いすのすれ違いが可能） 

■ 縦断勾配※5％以下、交差点での平坦性確保など 

【駅 舎】（移動円滑化された経路） 
■ 通路の有効幅員140ｃｍ以上 

■ 縦断勾配※1/12 以下（屋内）、1/20 以下（屋外） 

■ 昇降機はエレベーター（幅140cm×奥行135cm以上）を基本など 

【道 路】 
■ 歩車区分されているが、歩道の有効幅員が 2m未満の道路 

■ 幅員が狭く歩車分離ができない道路 

■ 歩車区分されていないが、時間帯規制により自動車の通行を禁止し

ている道路など 



 １７ 
 

「特定経路」と「特定経路以外の主要な経路」の区分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


